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やんばるアクセス革命
－ 北部地域全体で自由に行き来できる社会の実現 －

北部地域の現状と課題 観光地と交通の現状
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低炭素型フィーダー交通

出典：沖縄本島ツインゲートウェイ構想

自由に行き来できる
北部地域へ！

・医療･介護需要
・買物･通院難民

・交通渋滞
・移動制約者

・交流の減少
・共同売店の衰退

やんばるの新拠点

道の駅ゆいゆい国頭
出典：道の駅ゆいゆい国頭

公立沖縄北部医療センター
出典：北部地区医師会病院

医療拠点

名護バスタ
出典：名護市中心市街地まちづくり推進協議会

交通拠点

運行本数(本) 平日 土曜 日祝

海洋博公園 53 53 53

瀬底島 6 6 6

古宇利島 20 14 14

道の駅許田 34 35 35

各バス停の運行本数(出典：バスマップ沖縄)

古宇利島のバス停の運行本数(出典：やんばる急行バス)

・移動手段が限定的

・時間制約が大きい
車依存が懸念

車がなくても
楽しく暮らせる・観光できる地域へ！！

・北部地域の中心都市

・中南部との連携強化

・離島･やんばる一体化

・集落間の周遊性向上

・公共交通機関の利便性

観光交通の改善

・2028年度開院予定

・コミュニティナース養成

・顔の見える関係性の構築

・高度医療･医師不足解消

・コミュニティナース養成

－点ではなく，“つながる地域”へ －



現状

⚫ 移動の中心は自動車

⚫ ゆいレールは一部の
  人の交通手段

⚫ 駅は「乗るだけ」
の場所

理想

⚫ ゆいレールが
都市交通の”軸”に

⚫ 通学通勤や観光等
幅広く使われる

⚫ 駅が「目的地」
になる

①路線延伸 ②駅の目的地化 ③利便性向上

交通の中心をゆいレールに
－ ゆいゆいと、街をつなぐゆいレール －

ゆいレールを基盤にした交通都市提案

路線延伸 駅の目的地化 利便性向上

ゆいレールを

「移動手段」から「都市交通の中心」へ

琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコース 3年次
三藏健介，渡慶次佑斗

移動範囲を広げる

⚫ 豊崎･瀬長･琉大方面へ
の延伸
✓ 空港から近い観光地
✓ レンタカーとの接続
✓ 学生利用
➢ 渋滞緩和，経済効果，

車窓からの景観が良好

駅自体を魅力的に

⚫ 車両の増備･駅拡張
✓ 輸送能力の増加
✓ 大型コインロッカーの増設
✓ コンビニ等の設置
✓ バリアフリー化
➢ 混雑の解消や機能強化に

よる快適性の向上

駅に行く｢理由｣をつくる

⚫ 観光地･商業施設と
一体化した駅
✓ 駅そのものを「遊び場」に
✓ 買い物，余暇活動の場とな

る商業施設を併設
➢ 交通×賑わい＝目的地化

那覇空港駅

小禄駅

赤嶺駅

瀬長駅

豊崎駅

浦添前田駅 てだこ浦西駅

琉大駅

新規駅

50周年記念館

琉大駅

瀬長駅
※Geminiにて作成

豊崎駅
※Geminiにて作成

【瀬長駅】
降りた瞬間から目的が始まる駅

「瀬長島」という
既存の観光地に直結

観光利用，交通渋滞緩和

【豊崎駅】
駅を含めて1つの滞在空間

「Iias沖縄豊崎」という
大型商業施設に直結

施設利用と駅利用がセットに コインロッカー(JR新宿駅)
出典：JREメディア

コンビニ(おもろまち駅)
出典：沖縄タイムスプラス

2025 2026 2027 2028 2029

基本設計

法手続き

事業化

県庁前駅増床スケジュール
出典：沖縄都市モノレール株式会社

※3つの画像はGeminiにて作成した
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